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概要 あと施工アンカーのコア穿孔が既設構造物の鉄筋と干渉した場合に、穿孔内壁に凸凹を施すことで
高密着させ、短い定着長(例15D→8D程度）でも引抜き強度を確保する工法。

特徴 ・あと施工アンカーの平滑なコア穿孔内壁に凸凹を容易に施すことができる。
・内壁を凸凹にすることにより充填剤とｺﾝｸﾘｰﾄの接する形状がリブ形状となり、引抜き強度が向上。
・引抜き強度が向上する事により、設計定着長(一般的に15D)より短い定着長(7D以上）が可能。
・再穿孔に伴う充填補修が不要となるため、施工性および経済性が向上する。

施工方法
あと施工アンカー工事のうち、ｺｱボーリング機材を用いて穿孔する工事と同様。

算定条件：落橋防止装置設置に伴う橋台のｺﾝｸﾘｰﾄ下向き穿孔φ53×4孔×4か所＝16孔
：53φ×16孔×L550にあと施工ｱﾝｶｰD35×L550打設する。

工程：(新技術）2.25日/16孔当り、　　(従来技術)2.72日/16孔当り、　　 (工   程)17.28％向上
工費：(新技術)231,360円/16孔当り、(従来技術)245,064円/16孔当り、(経済性)5.59％向上
　※従来技術については標準歩掛・建設物価による算出

適用条件　　・高密着配筋ｺﾝｸﾘｰﾄやダブル配筋ｺﾝｸﾘｰﾄのあと施工アンカー工事
　・大型基礎補強工事など、非常に高い引抜き強度が必要な工事

適用範囲 　・コア穿孔径　φ34、41、53、65、75、110、128、160ｍｍのあと施工アンカー

従来のあと施工ｱﾝｶｰと同様。

施工・使用上の留意点
・施工管理については自社施工要領書に従う。
・一般的なコア穿孔機材に取り付けるため、ｺｱﾄﾞﾘﾙは同じものを使用する。
・専門機材はｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾋﾞｯﾄ及び溝の内部清掃器具です。
・穿孔は水を使った湿式で行う。

東京電力・東北電力　　
コア穿孔内面溝53φ　　総溝長さ　2.927ｍ

特許　　　　第　5200236号　(ｺﾝｸﾘｰﾄ穴の内面に溝を切削する内面溝切削装置）
意匠登録　第　1497129号　(コアビット）
特許　　　　第　5877464号　(切削装置、及びアンカー定着工法）

047-457-2279

　５　環　境

効果を選択した理由を
下記概要や特徴に含めて
記入してください

　６　施工性の向上 右番号から選択

1

その他（特許番号、各種適合基準、グリーン購入法、建設技術審査証明書・ＧＩＳなど）

新技術の提案（様式２－１）

http//www.tanakadaiya.com
tanaka-daiya@mub.biglobe.biglobe.ne.jp

取締役
田中　大介

登録(申請)年月日

県内に本社のある建設業者等（協会、組合等を含む）が中心となって開発したもの
県内に本社のある建設業者等が開発したもの。

施工・使用後の環境への影響

適用条件・範囲

分　　野

　１　コストの縮減
　２　安全性向上

技術の名称

副題(商標名等)

応募技術条件
チェック

ｺﾝｸﾘｰﾄの内面に溝を切削する内面溝切装置

ＮＥＴＩＳ　番号
ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾋﾞｯﾄ工法

次のいずれかの項目に適合（該当項目の□をチェック下さい）

効　　果

実績状況（相手先、件数など）

田中ﾀﾞｲﾔ工業株式会社

施工・材料単価（従来との比較）

047-457-2174

分　類　３　品質の向上
　４　工期の短縮

千葉県船橋市坪井東5-9-25
047-457-2174

3,6

QS-150008-A

平成27年7月14日

（提案者）

問合せ先

千葉県船橋市坪井東5-9-25
開発者 田中ﾀﾞｲﾔ工業株式会社

平成29年6月21日

　７　その他

１．土木



（様式２－２）

定着長さ　8Ｄ溝ありは、　定着長さ15Ｄ　溝なしと同等の結果になって、
鉄筋の降伏強度：管理基準値345ＫＮ以上を満たしている。

8D：溝あり 15D：溝なし

定着長さ 15Ｄ、溝なし　380ＫＮ
定着長さ  8Ｄ、溝あり　381ＫＮｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの引き抜き強度

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの引き抜き強度

鉄筋降伏強度 管理基準値　　　　　345ＫＮ以上

このページに、写真等の説明資料を添付してください。

ページ内であれば、写真や資料の枚数に制限はありませんが、

ファイル容量が３ＭＢを超えないよう、

また、セルの高さ・幅等の変更を行わないよう

注意してください。

変位-荷重関係(定着長さ15Ｄ）


